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『
関
西
大
学
百
二
十
年
史
』
編
纂
の
経
緯

年
史
編
纂
室

1　

編
纂
体
制

百
二
十
周
年
記
念
事
業

　

各
学
部
選
出
委
員
お
よ
び
学
識
経
験
者
等
か
ら
構
成
さ
れ
る
関

西
大
学
年
史
編
纂
委
員
会
で
は
、
平
成
十
四
年
四
月
か
ら
、
創
立

百
二
十
周
年
を
記
念
す
る
「
年
史
」
の
刊
行
に
つ
い
て
協
議
を
は

じ
め
て
い
る
（
以
下
、
本
委
員
会
と
略
す
）。

　

翌
年
五
月
に
開
催
さ
れ
た
本
委
員
会
で
、
印
刷
業
者
を
決
定

し
、
実
質
的
な
編
纂
活
動
は
、
百
二
十
年
史
編
集
員
会
を
設
置
し

て
お
こ
な
う
こ
と
が
決
ま
っ
た
（
以
下
、
小
委
員
会
と
略
す
）。

両
委
員
会
の
構
成
員
は
後
掲
の
と
お
り
で
あ
る
。

2　

編
集
方
針
と
構
成

各
ペ
ー
ジ
に
カ
ラ
ー
写
真

　
「
年
史
」
は
、『
関
西
大
学
百
二
十
年
史
』（
以
下
、『
本
史
』
と

略
す
）
と
写
真
を
中
心
に
構
成
し
た
『
関
西
大
学
120
年
の
あ
ゆ

み
』
の
二
種
作
製
す
る
こ
と
が
、
平
成
十
五
年
十
月
開
催
の
本
委

員
会
に
お
い
て
決
定
し
て
い
る
。

　
『
本
史
』
は
、
当
初
、
通
史
の
ほ
か
に
人
物
に
焦
点
を
あ
て
た

編
集
案（「
関
西
大
学
青
春
群
像
」、「
関
西
大
学
の
一
二
〇
人
」等
）

も
検
討
し
た
が
、
そ
の
選
定
基
準
が
難
し
い
た
め
、「
歴
史
編
」

と
「
現
代
編
」
の
二
部
構
成
と
す
る
こ
と
に
決
ま
っ
た
。

　
『
本
史
』
の
体
裁
は
、
Ａ
4
判
、
横
組
み
、
オ
ー
ル
カ
ラ
ー
、
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四
一
〇
ペ
ー
ジ
、
箱
入
り
。

　

平
成
十
九
年
三
月
三
十
一
日
、
発
行 

学
校
法
人
関
西
大
学
、

編
集 

関
西
大
学
年
史
編
纂
委
員
会
。

　

口
絵
、
歴
史
編
、
中
口
絵
、
現
代
編
、
資
料
、
関
西
大
学
略
年

譜
の
構
成
と
な
っ
て
い
る
。「
歴
史
編
」
は
各
ペ
ー
ジ
の
下
段
に
、

「
現
代
編
」
は
上
段
に
、
カ
ラ
ー
写
真
を
掲
載
し
て
い
る
の
が
特

色
で
あ
る

「
歴
史
編
」
は
創
立
か
ら
百
周
年
ま
で

　
「
歴
史
編
」
は
、『
関
西
大
学
百
年
史
』
を
も
と
に
し
て
創
立
か

ら
の
百
年
間
を
簡
潔
に
要
約
し
て
述
べ
、
そ
の
後
明
ら
か
に
な
っ

た
事
柄
を
書
き
加
え
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
平
成
十
八
年
三
月
に

発
掘
さ
れ
た
『
関
西
法
律
学
校
規
則
』（
明
治
十
九
年
十
月
発
行
）

に
よ
っ
て
、
創
立
期
の
事
情
を
詳
し
く
描
く
こ
と
が
で
き
た
。
執

筆
は
、
年
史
編
纂
室
が
担
当
し
、
ほ
ぼ
章
別
に
完
成
次
第
、
本
委

員
会
で
報
告
し
て
了
承
を
得
た
。
そ
の
構
成
は
つ
ぎ
の
と
お
り
。

　

第
一
章　

創
立
（
明
治
十
九
年
〜
大
正
十
一
年
）

　
　
　
　
　

創
立
か
ら
旧
制
大
学
令
に
よ
る
大
学
昇
格
ま
で

　

第
二
章　

実
化
（
大
正
十
一
年
〜
昭
和
二
十
年
）

『関西大学百二十年史』
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大
学
昇
格
か
ら
終
戦
ま
で

　

第
三
章　

新
生
（
昭
和
二
十
年
〜
昭
和
四
十
四
年
）

　
　
　
　
　

新
制
大
学
か
ら
学
園
紛
争
ま
で

　

第
四
章　

拡
充
（
昭
和
四
十
五
年
〜
昭
和
六
十
一
年
）

　
　
　
　
　

学
園
紛
争
終
結
か
ら
創
立
百
周
年
ま
で

「
現
代
編
」
は
全
学
体
制
で
執
筆

　

創
立
百
年
以
降
の
二
十
年
間
は
、「
現
代
編
」
と
し
て
テ
ー
マ

ご
と
に
分
け
、編
年
体
で
記
述
し
、資
料
と
略
年
譜
を
掲
載
し
た
。

そ
の
構
成
は
、
教
育
、
研
究
、
課
外
活
動
（
学
生
生
活
）、
学
校

法
人
の
管
理
運
営
の
四
章
立
て
と
し
、
第
一
高
等
学
校
・
第
一
中

学
校
・
幼
稚
園
、
校
友
会
、
教
育
後
援
会
は
別
に
章
を
設
け
る
こ

と
が
決
ま
っ
た
（
平
成
十
六
年
七
月
十
三
日
開
催
本
委
員
会
）。

　

第
一
章　

教
育
―
新
風
み
な
ぎ
る
勉
学
の
庭

　

第
二
章　

研
究
―
進
化
す
る
学
問
環
境

　

第
三
章　

課
外
活
動
―
ゆ
た
か
な
人
材
輩
出
力

　

第
四
章　

学
の
営
み
―
夢
の
実
現
を
支
え
る
組
織
の
輪

　

第
五
章　

第
一
高
等
学
校
・
第
一
中
学
校
・
幼
稚
園

　

第
六
章　

校
友
会

「歴　史　編」



『関西大学百二十年史』編纂の経緯　40

　

第
七
章　

教
育
後
援
会

　

創
立
百
二
十
周
年
記
念
事
業
に
は
全
学
的
な
体
制
で
取
り
組
ん

で
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、「
現
代
編
」
の
原
稿
執
筆
は
、
学
内
関
係

部
署
に
依
頼
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
（
平
成
十
七
年
二
月
二
十
一

日
開
催
本
委
員
会
）。『
関
西
大
学
百
年
史
』
を
は
じ
め
と
す
る
既

刊
の
通
史
は
、
年
史
編
纂
委
員
会
に
よ
っ
て
執
筆
・
編
集
さ
れ
て

い
る
の
で
、こ
の
点
は『
本
史
』の
大
き
な
特
色
と
い
っ
て
よ
い
。

　

定
例
の
事
務
管
理
職
会
議
（
平
成
十
七
年
六
月
二
日
開
催
）
に

お
い
て
、「
現
代
編
」
の
原
稿
作
成
を
依
頼
し
、
次
に
原
稿
執
筆

に
関
す
る
説
明
会
を
開
催
し
た
（
六
月
十
七
日
）。
そ
の
際
、「
目

次
案
」、「
原
稿
作
成
上
の
留
意
事
項
」、「
執
筆
原
稿
サ
ン
プ
ル
」

（「
歴
史
編
」
の
原
稿
）、『
関
西
大
学
年
史
紀
要
』（
年
一
回
発
行
）

に
掲
載
し
た
「
関
西
大
学
年
表
」（
昭
和
六
十
一
年
〜
平
成
十
五

年
）
を
配
付
し
て
い
る
。
各
部
署
で
原
稿
を
作
成
す
る
に
際
し
て

は
、
新
た
に
原
稿
を
執
筆
し
て
も
よ
い
し
、
す
で
に
「
自
己
点
検
・

評
価
報
告
書
」
や
「
関
大
通
信
」
な
ど
で
発
表
し
た
原
稿
を
も
と

に
再
編
集
し
て
も
よ
い
こ
と
と
し
た
。

　

書
式
や
用
語
等
の
統
一
を
は
か
る
た
め
、
各
部
署
が
作
成
し
た

原
稿
を
本
委
員
会
に
お
い
て
修
正
す
る
場
合
が
あ
り
う
る
こ
と
に

「現　代　編」
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④ 

堅
苦
し
い
印
象
を
避
け
て
、
文
意
を
尊
重
し
な
が
ら
も
、
読

み
や
す
さ
を
主
眼
と
す
る
こ
と
。

　

な
お
、
小
委
員
会
の
検
討
結
果
な
ら
び
に
進
捗
状
況
は
、
そ
の

都
度
本
委
員
会
に
報
告
し
た
。

百
二
十
年
目
の
現
在

　
「
現
代
編
」
は
、
原
則
と
し
て
、
昭
和
六
十
一
年
か
ら
平
成
十

八
年
十
一
月
四
日
の
百
二
十
周
年
記
念
式
典
ま
で
を
記
述
対
象
と

し
た
。
た
だ
し
、
第
一
章
「
教
育
」
の
教
務
セ
ン
タ
ー
構
想
、
第

四
章
「
学
の
営
み
」
第
7
節
「
新
時
代
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
よ

う
に
、
進
行
中
の
事
業
に
つ
い
て
は
、
追
記
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ

た
。
校
正
作
業
中
に
飛
び
込
ん
で
き
た
学
校
法
人
福
武
学
園
と
の

合
併
、
髙
橋
大
輔
選
手
の
世
界
選
手
権
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
銀

メ
ダ
ル
獲
得
の
吉
報
等
も
盛
り
込
ん
だ
。

　

第
一
章
で
は
、
総
合
情
報
学
部
の
新
設
や
進
展
す
る
国
際
交
流

の
実
情
、
ｗ
ｅ
ｂ
を
利
用
し
た
教
務
シ
ス
テ
ム
、
教
務
セ
ン
タ
ー

設
置
に
よ
る
学
生
と
教
員
へ
の
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
、
法
科
大
学
院

の
設
置
等
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
第
13
節
で
は
、
阪
神
淡
路
大

震
災
に
も
言
及
し
て
い
る
。

つ
い
て
も
了
承
を
得
た
。
原
稿
の
提
出
期
限
は
、
平
成
十
七
年
九

月
三
十
日
と
し
た
。
全
体
と
し
て
、
ほ
と
ん
ど
の
原
稿
が
期
日
ま

で
に
提
出
さ
れ
た
こ
と
は
特
筆
に
値
す
る
。

3　

編
集
作
業

執
筆
担
当
部
署
と
の
調
整
作
業

　

各
部
署
で
作
成
し
た
「
現
代
編
」
の
原
稿
校
正
は
、
小
委
員
会

委
員
と
事
務
局
が
担
当
し
た
。「
現
代
編
」
の
全
体
を
各
委
員
が

分
担
し
て
、
問
題
点
を
洗
い
出
し
、
章
別
に
意
見
を
交
換
し
た
。

字
句
の
統
一
は
後
回
し
に
し
て
、
記
述
内
容
の
修
正
が
必
要
と
思

わ
れ
る
箇
所
か
ら
、
原
稿
執
筆
部
署
と
の
間
で
入
念
に
調
整
作
業

を
開
始
し
た
。
ま
た
、
統
計
デ
ー
タ
は
可
能
な
限
り
最
新
の
も
の

を
採
用
す
る
よ
う
努
力
し
、
次
の
よ
う
な
点
に
留
意
し
た
。

　

①
見
出
し
を
適
切
に
つ
け
る
こ
と
。

　

② 

記
述
が
重
複
す
る
場
合
は
、
た
と
え
ば
、「
本
編
第
一
章
第

2
節
参
照
」
と
付
記
し
て
、
初
出
箇
所
を
示
す
こ
と
。

　

③ 

抱
負
、
課
題
な
ど
へ
の
言
及
は
控
え
て
、
客
観
的
な
記
述
を

旨
と
す
る
こ
と
。
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各
分
野
の
旺
盛
な
研
究
活
動
に
つ
い
て
は
、
第
二
章
「
研
究
」

で
詳
説
し
て
い
る
。
と
く
に
第
9
節
の
私
立
大
学
学
術
研
究
高
度

化
推
進
事
業
が
注
目
に
値
し
よ
う
。

　

学
生
の
め
ざ
ま
し
い
活
躍
は
、
第
一
章
第
11
節
「
社
会
貢
献
と

高
大
連
携
」
に
お
け
る
、
文
化
、
学
術
、
福
祉
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
等
に
お
い
て
す
ぐ
れ
た
業
績
を
あ
げ
た
学
生
個
人
や
団
体
に

関
す
る
部
分
と
第
三
章
「
課
外
活
動
」
の
運
動
各
部
・
文
化
各
部

の
箇
所
等
で
ふ
れ
て
い
る
。

　

第
四
章
第
2
節
「
大
学
の
財
政
」
で
は
、
グ
ラ
フ
と
表
を
駆
使

し
て
、
法
人
の
財
政
状
況
を
明
快
に
す
る
よ
う
、
工
夫
し
た
。
校

友
は
、
第
4
節
の
学
舎
と
施
設
の
写
真
か
ら
、
そ
の
充
実
に
目
を

見
張
る
に
違
い
な
い
。

　

第
五
章
「
第
一
高
等
学
校
・
第
一
中
学
校
・
幼
稚
園
」
は
、
め

ぐ
ま
れ
た
環
境
の
な
か
で
学
習
す
る
生
徒
や
園
児
の
様
子
を
活
写

し
て
い
る
。

　

第
六
章
「
校
友
会
」
と
第
七
章
「
教
育
後
援
会
」
の
多
彩
な
活

動
を
振
り
返
る
な
ら
ば
、
新
旧
の
関
大
人
は
、
母
校
関
西
大
学
百

二
十
年
の
歴
史
が
い
か
に
稔
り
豊
か
な
も
の
で
あ
る
か
に
、
感
慨

を
禁
じ
得
な
い
は
ず
で
あ
る
。

口
絵
―
百
二
十
周
年
記
念
式
典
と
祝
賀
会

　

平
成
十
八
年
十
一
月
四
日
に
開
催
さ
れ
た
百
二
十
周
年
記
念
式

典
の
森
本
靖
一
郎
理
事
長
の
式
辞
、
河
田
悌
一
学
長
の
挨
拶
を
巻

頭
に
掲
げ
、
口
絵
に
は
見
開
き
で
厳
粛
な
式
典
と
和
や
か
な
記
念

祝
賀
会
の
カ
ラ
ー
写
真
を
配
し
た
。

中
口
絵
に
描
か
れ
た
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
の
日
常

　

歴
史
編
と
現
代
編
の
間
に
、「K

ansai 
U
niversity, 

N
ow

」

と
題
し
て
6
ペ
ー
ジ
分
の
中
口
絵
を
置
い
た
。
口
絵
は
咲
き
ほ
こ

る
桜
花
に
は
じ
ま
り
、あ
ざ
や
か
な
新
緑
、愁
い
に
み
ち
た
秋
色
。

季
節
ご
と
に
色
あ
ざ
や
か
表
情
を
見
せ
る
キ
ャ
ン
パ
ス
で
、
若
者

た
ち
の
笑
顔
が
は
じ
け
る
。
キ
ャ
ン
パ
ス
の
主
役
は
学
生
で
あ

る
。
多
く
の
先
輩
た
ち
が
学
び
、青
春
を
謳
歌
し
て
き
た
千
里
山
、

高
槻
、
天
六
の
キ
ャ
ン
パ
ス
を
闊
歩
す
る
関
大
生
が
、
祝
福
の
胴

上
げ
を
さ
れ
る
卒
業
の
日
。
社
会
に
役
立
つ
人
間
と
し
て
、
か
れ

ら
は
羽
ば
た
く
。
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資
料
編　

デ
ー
タ
で
み
る
関
西
大
学

　

本
編
末
尾
の
資
料
編
（
24
ペ
ー
ジ
）
は
、
1
歴
代
理
事
長
一
覧

（
新
制
大
学
）、2
歴
代
学
長
一
覧
、3
教
育
職
員
〔1〕
大
学
（
専
任
）・

〔2〕
高
・
中
・
幼
（
専
任
）、
4
事
務
職
員
、
5
学
生
、
6
生
徒
・

園
児
、
7
学
部
志
願
者
、
8
校
友
、
9
図
書
、
10
資
金
収
支
決
算

額
、
11
資
産
、
12
土
地
、
13
建
物
、
14
私
立
大
学
等
経
常
費
補
助

金
、
15
鳥
瞰
図
（
キ
ャ
ン
パ
ス
の
変
遷
）、
16
関
西
大
学
の
構
成

か
ら
な
る
デ
ー
タ
編
、な
ら
び
に
関
西
大
学
略
年
譜
（
14
ペ
ー
ジ
）

に
よ
っ
て
構
成
し
た
。
3
か
ら
14
の
デ
ー
タ
は
、
大
学
の
成
長
過

程
を
な
る
べ
く
見
や
す
く
、
わ
か
り
や
す
く
す
る
た
め
に
棒
グ
ラ

フ
で
示
し
た
。
各
デ
ー
タ
は
『
関
西
大
学
七
十
年
史
』（
昭
和
三

十
一
年
三
月
三
十
一
日
・
関
西
大
学
発
行
）、「
関
西
大
学
規
模
比

較
表
」（
企
画
調
査
課
）、「
学
校
別
卒
業
生
数
」（
校
友
会
）
に
依

拠
し
た
。

　

関
西
大
学
略
年
譜
は
、
並
行
し
て
編
集
を
す
す
め
て
い
た
写
真

集
『
関
西
大
学 

120
年
の
あ
ゆ
み
』
を
基
礎
に
加
筆
し
、『
あ
ゆ
み
』

と
は
別
ア
ン
グ
ル
の
写
真
を
選
出
す
る
よ
う
、
心
が
け
た
。
こ
の

資
料
編
は
、
本
編
の
裏
づ
け
資
料
と
し
て
不
可
欠
の
位
置
を
占
め

「中　口　絵」
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る
と
い
え
る
。
巻
末
に
、『
関
西
法
律
学
校
規
則
』（
明
治
十
九
年

十
月
発
行
、
影
印
版
）
を
収
録
し
た
。

写
真
の
選
定

　
「
歴
史
編
」
の
写
真
の
多
く
は
、『
関
西
大
学
百
年
史
』
に
掲
載

し
た
も
の
を
使
用
し
た
。

　
「
現
代
編
」
に
つ
い
て
は
、
各
部
署
に
原
稿
を
依
頼
し
た
際
、

関
連
す
る
写
真
も
併
せ
て
提
出
す
る
よ
う
要
請
し
て
い
た
が
、
そ

の
準
備
は
必
ず
し
も
容
易
で
は
な
か
っ
た
た
め
、
大
半
は
、
以
下

の
な
か
か
ら
選
定
し
た
。

　

①
「
関
西
大
学
通
信
」
掲
載
写
真
（
ネ
ガ
・
ポ
ジ
フ
ィ
ル
ム
）。

　

②
校
友
会
機
関
紙
「
関
大
」
掲
載
写
真
（
プ
リ
ン
ト
）。

　

③ 

広
報
課
か
ら
移
管
さ
れ
た
学
内
行
事
、
キ
ャ
ン
パ
ス
風
景
等

の
写
真
（
ポ
ジ
フ
ィ
ル
ム
）。
各
年
度
テ
ー
マ
別
で
フ
ァ
イ

ル
に
収
納
さ
れ
て
い
る
。

　

④ 

学
内
各
部
署
（
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
、エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
・

リ
ー
ド
セ
ン
タ
ー
等
）
が
広
報
用
あ
る
い
は
記
録
と
し
て
保

管
す
る
写
真
（
ネ
ガ
・
ポ
ジ
フ
ィ
ル
ム
）。

　

⑤ 

広
報
課
、
入
試
広
報
課
の
近
年
の
広
報
活
動
用
の
写
真
（
電

子
デ
ー
タ
形
式
）。

　

⑥
報
道
機
関
が
撮
影
し
た
ス
ポ
ー
ツ
写
真
。

　

⑦
個
人
所
蔵
の
写
真
（
プ
リ
ン
ト
）。

　

⑧ 

今
回
新
た
に
撮
影
し
た
写
真
（
広
報
誌
、
公
開
講
座
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
等
）。

　

本
文
の
記
事
と
関
連
す
る
写
真
を
探
し
出
す
こ
と
は
、
困
難
を

と
も
な
っ
た
。「
関
西
大
学
通
信
」
掲
載
写
真
も
完
揃
と
は
限
ら

ず
、
た
と
え
ば
、
阪
神
淡
路
大
震
災
時
の
救
援
活
動
の
写
真
の
よ

う
に
、
何
人
か
の
当
時
の
執
筆
者
に
問
合
せ
、
よ
う
や
く
探
し
当

て
た
も
の
も
あ
る
。
体
育
会
や
学
生
寮
の
Ｏ
Ｂ
か
ら
当
時
の
写
真

提
供
を
あ
お
ぐ
こ
と
も
あ
っ
た
。
全
ペ
ー
ジ
に
カ
ラ
ー
写
真
を
掲

載
す
る
と
い
う
体
裁
の
た
め
、
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
て
別
の
写
真
と

差
し
替
え
た
り
、キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
も
吟
味
し
た
り
、と
苦
心
し
た
。

な
お
、
写
真
の
掲
載
に
あ
た
っ
て
は
、
肖
像
権
と
著
作
権
に
配
慮

し
た
。

4　

配
付
と
広
報

　
『
本
史
』
は
、
全
国
の
関
係
諸
機
関
、
海
外
の
協
定
校
、
式
典
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来
賓
、
寄
付
拝
受
の
個
人
や
企
業
各
社
に
進
呈
し
た
。
関
西
大
学

へ
の
志
願
者
の
多
い
高
等
学
校
、
校
友
が
多
数
在
住
す
る
近
畿
地

方
の
市
町
村
立
図
書
館
な
ど
に
も
届
け
る
よ
う
配
慮
し
た
。

　

刊
行
直
後
、「
関
西
大
学
通
信
」
と
校
友
会
機
関
紙
「
関
大
」
で
、

『
本
史
』
の
全
容
の
紹
介
と
頒
布
方
法
に
つ
い
て
周
知
し
、
関
西

大
学
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
も
紹
介
し
て
い
る
。
全
国
各
地
の
校

友
か
ら
問
合
せ
が
相
次
い
で
お
り
、
意
を
強
く
し
て
い
る
。

5　

使
用
資
料
（
写
真
）
の
整
理
と
保
存

　
『
本
史
』
で
使
用
し
た
写
真
は
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
と
プ
リ
ン
ト
で
整
理
・

保
存
し
、
学
内
諸
機
関
等
か
ら
の
使
用
願
に
対
応
で
き
る
よ
う
に

し
て
い
る
。

　

な
お
、
こ
れ
を
機
会
に
、
プ
リ
ン
ト
、
ネ
ガ
・
ポ
ジ
フ
ィ
ル
ム

の
保
存
に
つ
い
て
も
経
年
的
に
予
算
計
上
し
て
改
善
を
図
る
こ
と

と
し
た
。

関
西
大
学
年
史
編
纂
委
員
会

 

（
平
成
十
六
年
四
月
一
日
〜
平
成
十
九
年
三
月
三
十
一
日
、
五
十
音
順
）

委
員
長

　

 

森
本
靖
一
郎
（
理
事
長
）
平
成
十
六
年
四
月
一
日
〜
九
月
三
十
日
、

池
内
啓
三
（
常
務
理
事
）
平
成
十
六
年
十
月
一
日
〜
平
成
十
九
年
三

月
三
十
一
日

副
委
員
長

　

市
川
訓
敏
（
法
学
部
教
授
）

委
員

　

 

青
山
千
彰
（
総
合
情
報
学
部
教
授
）、
赤
松
勝
也
（
工
学
部
教
授
）、

浅
田
正
雄
（
社
会
学
部
教
授
）、
石
田
健
一
（
教
育
後
援
会
）、
小
幡

斉
（
副
学
長
）
平
成
十
六
年
四
月
一
日
〜
平
成
十
八
年
九
月
三
十
日
、

葛
馬
寿
秀
（
学
術
情
報
事
務
局
長
）
平
成
十
六
年
四
月
一
日
〜
平
成

十
八
年
三
月
三
十
一
日
、
熊
博
毅
（
学
術
セ
ン
タ
ー
次
長
）、
芝
井

敬
司
（
副
学
長
）
平
成
十
八
年
十
月
一
日
〜
平
成
十
九
年
三
月
三
十

一
日
、
杉
谷
眞
佐
子
（
外
国
語
教
育
研
究
機
構
教
授
）
平
成
十
六
年

四
月
一
日
〜
平
成
十
七
年
三
月
三
十
一
日
、
関
屋
俊
彦
（
文
学
部
教

授
）
平
成
十
八
年
四
月
一
日
〜
平
成
十
九
年
三
月
三
十
一
日
、
髙
橋

隆
博
（
文
学
部
教
授
）、
東
郷
洋
（
学
術
情
報
事
務
局
長
）
平
成
十
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八
年
四
月
一
日
〜
平
成
十
九
年
三
月
三
十
一
日
、
永
沼
博
道
（
商
学

部
教
授
）、
西
川
重
幸
（
第
一
中
学
校
教
諭
）、
浜
野
潔
（
経
済
学
部

教
授
）、
増
地
英
一
（
校
友
会
事
務
局
長
）
平
成
十
六
年
七
月
一
日

〜
平
成
十
九
年
三
月
三
十
一
日
、
山
本
英
一
（
外
国
語
教
育
研
究
機

構
教
授
）
平
成
十
七
年
四
月
一
日
〜
平
成
十
九
年
三
月
三
十
一
日
、

山
野
博
史
（
法
学
部
教
授
）、
吉
田
永
宏
（
文
学
部
教
授
）
平
成
十

六
年
四
月
一
日
〜
平
成
十
八
年
三
月
三
十
一
日

百
二
十
年
史
編
集
委
員
会

 

（
平
成
十
六
年
四
月
一
日
〜
平
成
十
九
年
三
月
三
十
一
日
、
五
十
音
順
）

委
員
長

　

市
川
訓
敏

委
員

　

熊
博
毅
、
髙
橋
隆
博
、
浜
野
潔
、
山
野
博
史

事
務
局

 

（
平
成
十
六
年
四
月
一
日
〜
平
成
十
九
年
三
月
三
十
一
日
、
五
十
音
順
）

　

熊
博
毅
、
藤
原
有
和
、
古
川
富
美
子
、
森
田
敏
朗
、
山
下
靖
子

 

（
年
史
編
纂
室　

藤
原
有
和
）


